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正誤表：モニ 1000 里地調査 2005-2022 年度とりまとめ報告書（報道発表資料２－３同様） 

修正を行ったページ：iv、vii、x、67、94、95、96、97、98、99、111、113、131 

ペ ー
ジ 

図表、 
段落番号 

誤 正 

iv 1 段落目 成果活用により生物多様性が改善したと報告したサイトは
約１割（18 か所）となり、 

成果活用により生物多様性が改善したと報告したサイト
は約１割（14 か所）となり 

vii ②の 2 段
落目 

2022 年度には 64.8％の調査サイトで里地調査の成果が活
用された。 

2022 年度には 67.3％の調査サイトで里地調査の成果が活
用された。 

vii 同上 生物多様性の改善に繋がったと報告したサイトも
10.7%(18 か所)あり、市民による自主的な保全活動が、各
調査サイトの生物多様性の保全に大きく貢献している可能
性がある。 

生物多様性の改善に繋がったと報告したサイトも
8.4%(14 か所)あり、市民による自主的な保全活動が、各
調査サイトの生物多様性の保全に大きく貢献している可
能性がある。 

x Abstract 
2 の 1 段
落目 

the use of our data for conservation and promotional 
activities have increased to 64.8% of the sites that answered 
the questionnaire. 

the use of our data for conservation and promotional 
activities have increased to 67.3% of the sites that answered 
the questionnaire. 

x 同上 Because 18 of the answered sites reported improvements of 
biodiversity using our outcomes, 

Because 14 of the answered sites reported improvements of 
biodiversity using our outcomes, 

67 図 4-80 生態系被害防止外来種 生態系被害防止外来種リスト掲載種 
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94 表 5-6 

  
95 5 章（6）

節の囲み 
第４期期間中に64. 8％のサイトにおいてデータが活用され
ていた。データを活用して生物多様性の改善に繋げたと報
告したサイトは約１割（18 か所）あり、長年の取組みの成
果と考えられた。 

第４期期間中に 67.3％のサイトにおいてデータが活用さ
れていた。データを活用して生物多様性の改善に繋げたと
報告したサイトは約１割（14 か所）あり、長年の取組みの
成果と考えられた。 

95 2 段落目 第３期と比べ約４倍となる全国 168 サイトより回答をいた
だいた。そのうち調査データや調査活動そのものの活用事
例を有していたのは 109 サイト（64.8%）であった（図 5-
16）。活用事例があったサイトにその内容について聞いたと
ころ（図 5-17、表 5-7）、観察会や展示、報告会など「A_地
権者・周辺住民・参加者への普及啓発」を実施したサイトが
最も多く 88 サイト（80.7%）であった。次いで「D_サイト
の保全活動への活用」が 45 サイト（41.3%）であった。 

第３期と比べ約４倍となる全国 167 サイトより回答をい
ただいた。そのうち調査データや調査活動そのものの活用
事例を有していたのは 112 サイト（67.3%）であった（図
5-16）。活用事例があったサイトにその内容について聞い
たところ（図 5-17、表 5-7）、観察会や展示、報告会など
「A_地権者・周辺住民・参加者への普及啓発」を実施した
サイトが最も多く 88 サイト（78.6%）であった。次いで
「D_サイトの保全活動への活用」が 45 サイト（40.2%）
であった。 

95 
 

同上 また、サイトによる活用事例の内容として３番目に多かっ
たのは「B_学校教育での活用」33 サイト（30.3%）、４番目
に多かったのは「G_行政へのデータ提供」31 サイト
（28.4%）であった。 

また、サイトによる活用事例の内容として３番目に多かっ
たのは「B_学校教育での活用」33 サイト（29.5%）、４番
目に多かったのは「G_行政へのデータ提供」31 サイト
（27.7%）であった。 
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95 図 5-16 

 

 

96 図 5-17 

図 5-17：活用事例 A～Iの項目別の実施サイト数（第４期のみ）※１

（活用事例アンケート調査 No.2に基づく）． 

※１：活用事例調査アンケートに回答いただいた 168 サイ

トのうち、設問 No.1 において活用事例があると回答した

109サイトについて、活用事例 A～I項目ごとに、第４期期

間中に実施したと回答したサイト数を集計した。 

図 5-17：活用事例 A～Iの項目別の実施サイト数（第４期のみ）※

１（活用事例アンケート調査 No.2に基づく）． 

※１：活用事例調査アンケートに回答いただいた 167サイ

トのうち、設問 No.1 において活用事例があると回答した

112サイトについて、活用事例 A～I項目ごとに、第４期期

間中に実施したと回答したサイト数を集計した。 
97 表 5-7 表５-7：A～Iの項目別の活用事例の概要及びサイト数（活用事例ア

ンケート調査 No.2に基づく）． 
活用事例調査アンケートに回答いただいた 168 サイトのうち、活用
事例があると回答した 109 サイトによる回答を示した。活用事例の
A～Iの各項目の実施の有無（2018～2022年の各年ごとに）を選択
し、その実施概要を自由記述で回答いただいた。※事例の概要：「概
要」の記入項目内に、自由記述で記載された内容に基づき分類して、
集計した。 

表 5-7：A～Iの項目別の活用事例の概要及びサイト数（活用事例ア
ンケート調査 No.2に基づく）． 
活用事例調査アンケートに回答いただいた 167サイトのうち、活用
事例があると回答した 112サイトによる回答を示した。活用事例の
A～Iの各項目の実施の有無（2018～2022年の各年ごとに）を選択
し、その実施概要を自由記述で回答いただいた。※事例の概要：「概
要」の記入項目内に、自由記述で記載された内容に基づき分類して、
集計した。 



4 
 

98 1 段落目 その結果、改善がみられた事例は表 5-8 のとおり調査に回
答いただいた 168 サイトのうち 18 サイト（約 1 割）であ
った。具体的には、調査により外来種の侵入・増加が確認さ
れ防除活動でその個体数を減少させた例や、希少種の管理
や森林管理の評価などに活かした例などが挙げられた。 

その結果、改善がみられた事例は表 5-8のとおり調査に回
答いただいた 167 サイトのうち 14 サイト（約 1割）18 事
例であった。具体的には、調査により外来種の侵入・増加
が確認され防除活動でその個体数を減少させた例や、希少
種の管理や森林管理の評価などに活かした例などが挙げ
られた。 

98 2 段落目 改善がみられた 18 サイトに生物多様性の改善のきっかけ
になった活動を尋ねたところ、最も回答数が多かったのは
「D_サイトの保全活動への活用」で 12 件（66.7％）、次い
で「A_地権者・周辺住民・参加者への普及啓発」が９件
（50％）であった（図 5-20）。 

改善がみられた 14 サイト 18 事例の生物多様性の改善の
きっかけになった活動を尋ねたところ、最も回答数が多か
ったのは「D_サイトの保全活動への活用」で 12 件
（66.7％）、次いで「A_地権者・周辺住民・参加者への普
及啓発」が９件（50％）であった（図 5-20）。 

98 3 段落目 「生物多様性の改善のきっかけになった活動」について、
第４期期間内（2018～2022 年度）の活動年数を集計した結
果、「５年（最大値）」と回答したサイトが、18サイト中 15
サイトと最も多かった（表 5-8）。 

「生物多様性の改善のきっかけになった活動」について、
第４期期間内（2018～2022 年度）の活動年数を集計した
結果、「５年（最大値）」と回答したサイトが、18 事例中 15
事例と最も多かった（表 5-8）。 
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98 図 5-20 

図 5-20：生物多様性の改善につながるきっかけとなった活動（活用

事例アンケート調査 No.３に基づく）． 

全回答 168 サイトのうち、設問 No.３において生物多様性

の改善がみられたと回答した 18サイトの回答を示した。き

っかけとなった活動の項目は複数選択を可能とし、回答上

限数を６とした。 

図 5-20：生物多様性の改善につながるきっかけとなった活動（活

用事例アンケート調査 No.３に基づく）． 

全回答 167サイトのうち、設問 No.３において生物多様性

の改善がみられたと回答した 14サイト 18事例の回答を示

した。きっかけとなった活動の項目は複数選択を可能と

し、回答上限数を６とした。 
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99 表 5-8 表 5-8：第 4 期中に生物多様性の改善が見られた 18 例の改善状況
の概要、改善のきっかけとなった活動とその活動年数（2018～2022
年度；活用事例アンケート調査 No.2及び No.３に基づく）． 
全回答 168 サイトのうち、設問 No.３において生物多様性の改善が
みられたと回答した 18サイトによる回答を示した。 

 

表 5-8：：第 4期中に生物多様性の改善が見られた 18例の改善状
況の概要、改善のきっかけとなった活動とその活動年数（2018～
2022年度；活用事例アンケート調査 No.2及び No.３に基づく）． 
全回答 167サイトのうち、設問 No.３において生物多様性の改善が
みられたと回答した 14サイトによる回答を示した。 
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111 2 段落目 168 サイトのうち 30 サイトから回答があり、表 5-11 のと
おりとなった。 

167 サイトのうち 30サイトから回答があり、表 5-11 のと
おりとなった。 

113 表 5-12 
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131 （４）活
用事例ア
ンケート
調査 

第４期に調査を実施していた 236 サイト(途中辞退を含む)
を対象に、第４期中に行った各サイトでの調査データや調
査活動自体を活用した事例についての調査を 2023 年３月
～７月に実施した。その結果、168 サイトから回答があり
71.2％の回収率であった。そのうち活用事例があったと回
答したサイトは、109 サイト 65％であった。 

第４期に調査を実施していた238サイト(途中辞退を含む)
を対象に、第４期中に行った各サイトでの調査データや調
査活動自体を活用した事例についての調査を 2023 年３月
～７月に実施した。その結果、167 サイトから回答があり
70.2％の回収率であった。そのうち活用事例があったと回
答したサイトは、112 サイト 67％であった。 

 


